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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

売
木
村
議
会
定
例
会

条
　
　
　
例

一
般
質
問

補
正
予
算

そ
　
の
　
他

　

令
和
４
年
第
１
回
売
木
村
議
会

定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
15
日
ま

で
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
付
議
事
件
27
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

②
売
木
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

③
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

④
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

⑤
売
木
村
資
金
積
立
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

⑥
売
木
村
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

⑦
売
木
村
温
泉
利
用
宿
泊
交
流
施

設
さ
さ
ゆ
り
荘
の
設
置
及
び
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

⑧
売
木
村
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
⑨
売
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

⑩
売
木
村
空
家
等
の
管
理
及
び
活

用
等
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て令

和
４
年
度
予
算

　

令
和
４
年
度
売
木
村
一
般
会
計

他
７
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
（
詳
細
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

①
令
和
３
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い

て（
4
8
、6
7
2
千
円
増
額
・

普
通
交
付
税
増
、
基
金
繰
入
金

減
、
財
政
調
整
基
金
積
立
増
）

②
令
和
３
年
度
売
木
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
事
業
）
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て
（
９
３
０
千
円

増
額
・
高
額
療
養
費
増
）

③
令
和
３
年
度
売
木
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
診
療
施
設
事

業
）
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て
（
6
、2
9
7
千
円
減

額
・
薬
品
代
・
検
査
料
減
）

④
令
和
３
年
度
売
木
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
2
0
9
千
円
減
額
・
保
健
基

盤
安
定
負
担
金
減
）

⑤
令
和
３
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

て
（
6
、6
8
2
千
円
増
額
・

介
護
給
付
費
交
付
金
増
）

⑥
令
和
３
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計（
介
護
サ
ー
ビ
ス
所
行

勘
定
）補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ

い
て（
1
、4
1
4
千
円
増
額・通

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
派
遣
職
員
負

担
金
増
）

⑦
令
和
３
年
度
売
木
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

に
つ
い
て（
1
、6
5
0
千
円
増

額・給
水
取
出
工
事
費
等
増
）

⑧
令
和
３
年
度
売
木
村
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て
（
1
8
1
千
円

増
額
・
汚
泥
処
理
委
託
料
増
）

①
売
木
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
（
平
谷

峠
ト
ン
ネ
ル
建
設
文
言
の
追

加
）

①
小
林
智
臣
議
員

　
　

国
道
１
５
１
号
栃
洞
工
区
の

通
行
止
め
に
よ
り
現
在
、
県
道

大
平
山
松
葉
線
が
迂
回
路
と
し

て
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

冬
季
間
の
大
型
車
両
の
通
行
に

よ
り
路
面
の
傷
み
が
何
カ
所
も

見
受
け
ら
れ
る
。
迂
回
路
使
用

後
の
補
修
に
つ
い
て
、
県
と
協

議
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

村
長
答
弁

　
　

国
道
１
５
１
号
新
野
峠
工
区

3
・
8
キ
ロ
の
う
ち
、
愛
知
県

境
の
1
・
6
キ
ロ
が
平
成
28
年

11
月
に
供
用
開
始
さ
れ
、
残
る

2
・
2
キ
ロ
の
新
野
拡
幅
工
事

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
工

事
の
進
捗
を
図
る
た
め
国
道

１
５
１
号
を
通
行
止
め
に
し

て
、
迂
回
路
に
一
般
県
道
大
平

山
松
葉
線
を
使
用
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
通
行

止
め
期
間
も
大
型
車
は
８
月
か

ら
、
ま
た
全
面
通
行
止
め
が
令

和
３
年
11
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
ま
で
の
冬
季
間
で
あ
り
、
道

幅
も
狭
く
路
面
の
凍
結
、
除
雪

体
制
な
ど
心
配
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
。

　
　

道
路
沿
い
の
皆
さ
ん
に
は
ご

協
力
を
い
た
だ
き
大
き
な
事
故

も
な
く
通
行
止
め
期
間
も
終
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
　

さ
て
議
員
ご
指
摘
の
修
繕
に

つ
き
ま
し
て
は
、
飯
田
建
設
事

務
所
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
点
検
を
し
て
順
次
、

補
修
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
道
４
１
８
号
や
主
要
地
方
道

阿
南
根
羽
線
も
こ
の
冬
の
積
雪

や
凍
結
に
よ
り
ア
ス
カ
ー
ブ
や

路
面
の
損
傷
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
二
路
線
も

含
め
て
お
願
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
般
県
道
大

平
山
松
葉
線
に
つ
き
ま
し
て
は

毎
年
、
県
に
拡
幅
改
良
整
備
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
議
会
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
要
望
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



売木村の村税・使用料等の納付月一覧表
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 備考

個人県村民税（普通徴収） 1期 2期 ３期 ４期 年４回

個人県村民税（特別徴収） △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎月

個人県村民税（年金特徴） 仮 仮 仮 ○ ○ ○ 年６回

固定資産税 1期 2期 ３期 ４期 年４回

軽自動車税 ○ 年1回

国民健康保険税 1期 2期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期 毎月

後期高齢保険料（普通徴収） △ △ △ 1期 2期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 毎月

後期高齢保険料（年金特徴） 仮 仮 仮 ○ ○ ○ 年６回

介護保険料（普通徴収） 1期 2期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期 毎月

介護保険料（年金特徴） 仮 仮 仮 ○ ○ ○ 年６回

住宅使用料 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 毎月

簡易水道使用料 〇 〇 〇 〇 〇 〇 年６回

下水道使用料 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 毎月

ＣＡＴＶ使用料 〇 〇 年2回

※納期限は、お手元に届く納税通知書等でご確認ください。振替日は納税通知書等に記載された納期限の日です。

★納付は便利な口座振替をご利用ください！
　税金、使用料等の納付は口座振替をおすすめします。口座振替は現金を持ち歩く必要がなく安全で便利です。
自動的に口座から引落しとなるため、納付したことが預貯金通帳に記載され、うっかり納付を忘れてしまうこと
もありません。希望される方は、みなみ信州農協・飯田信用金庫は各金融機関窓口か役場で、ゆうちょ銀行は郵
便局窓口でお申し出ください。現在口座振替されている方は、当初にお送りする納税通知書等をご確認いただ
き、残高不足とならないよう振替日の４～５営業日前までに預金残高の確認をお願いします。なお、毎月の領収
書は発行されませんので、金融機関の通帳でご確認ください。

☆自動車税の納期限は５月31日㈫です☆
　今年度の自動車税の納期限は５月31日（火）です。納期内のご納付をお願いします。
　金融機関・郵便局・コンビニエンスストア・県税事務所の窓口、クレジットカー
ド、ペイジー、PayPay、LINEPayで納付できます。

○お問い合わせ　南信県税事務所飯田事務所　☎0265-53-0405または0406
〜済ませてね　忘れず早めに　自動車税〜

広　報　う　る　ぎ 第１３９号（3）　令和４年 5 月
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興国民年金保険料は納付期限までに納めましょう興
　令和4年4月分から令和5年3月分までの保険料は、月額16,590円です。
　保険料の納付期限は翌月末（例えば4月分は5月末まで）です。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合
は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さえられる場合がありますので、納
付期限までに納付をお願いします。

　※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

興令和4年度　各種健診についてお知らせします!!興
　今年度の健診を以下のとおり実施します。お手元へ希望調査票を送付してありますので、提出されていな
い方は早めに役場まで提出をお願いします。申込みについては随時受け付けていますので保健師へご相談く
ださい。
　今年度も自分の身体を知るために健診を受けましょう。

健診名 健診内容 健診対象者

集団健診
7月25日（月）

午前8時～10時
午後1時～3時
（ぶなの木）

基本健診
（問診・身体測定・血液検査等）

20歳～30歳代
40歳～74歳以下（国保加入者）

75歳以上

大腸がん検診 40歳以上（20歳から受診可能）
大腸がん検診のみの受診も可能

肝炎検査 基本健診を受ける
40歳以上の方

前立腺がん検診 基本健診を受ける
50歳以上の男性

人間ドック
（特定健診対応）

阿南病院・健和会病院

問診・身体計測
血液検査・がん検診

（胃がん、大腸がん、肺がん）
超音波検査等

40歳～74歳以下（国保加入者）
75歳以上

婦
人
科
検
診

中部公衆医学研究所
（ぶなの木）

11月9日（水）
13時半～15時頃

乳がん検診
(マンモグラフィのみ) 40歳～75歳以下の女性

子宮がん頸がん検診 20歳～79歳以下の女性

阿南病院
（個別検診）

乳がん検診
マンモグラフィ

エコー

マンモ：40歳～75歳以下の女性

エコー：20歳～79歳以下の女性

子宮頸がん検診 20歳～79歳以下の女性

＜問い合わせ先＞　住民課　保健師　TEL28-2311

興会社を退職したときは年金の切替え手続きが必要です興
　20歳以上60歳未満の方が会社を退職され、農業者、自営業者、学生、フリーター、無職等になった場合
には、国民年金第1号被保険者（又は第3号被保険者）への切替え手続きが必要です。
　お住まいの市区役所・町村役場の国民年金担当窓口でお早めに手続きをお願いします。



歳入総額
1,193,190

歳　入

（単位：千円）

地方交付税
688,095
地方交付税
688,095

分担金及び負担金
 1,632

繰入金
79,299

52,331
県支出金
52,331

国庫支出金
49,461

使用料及び手数料
59,333

村債
75,900

財産収入
10,921

寄付金18,330

村税
68,373

歳出総額
1,193,190
歳出総額
1,193,190

歳　出
（目的別）

予備費 2,610 議会費 17,921

総務費
321,781

民生費
150,630

衛生費
126,930

労働費 988

農林水産業費
68,203

農林水産業費
68,203

商工費
149,457

教育費
116,284

土木費
90,808

消防費
32,047

災害復旧費 0

公債費
115,531

諸収入 29,422

繰越金 20,000

令和4年度 当初予算概要令和4年度 当初予算概要
ゴルフ場利用税交付金 2,940
地方消費税交付金 13,641
地方譲与税 21,616

利子割交付金 25
自動車税環境性能割交付金 1,084
法人事業税交付金 537
地方特例交付金 30
配当割交付金 120
株式等譲渡所得割交付金 100

●地方消費税引き上げ分の使途について
　地方消費税率引き上げによる地方消費税交付金
の増収分は、地方税法に基づき全て老人福祉費へ
充当しています。
『歳入』　地方消費税率引き上げによる地方消費税
交付金の増収分　6,980 千円
『歳出』	 （単位：千円）

事業名
経費

財源内訳

特定
財源

一般財源

( 款 ) ( 項 ) ( 目 )
地方消費交付金
( 引き上げ分 )

その他

民生費
社会
福祉費

老人
福祉費

76,267 4,784 6,980 64,503

●会計別前年比	 (単位:千円)

会　　計　　別 予算額 前年度予算額 比較増減 増減率
一 般 会 計 1,193,190 1,079,175 114,015 10.6%

特
別
会
計

国 保 特 別 会 計 67,807 63,053 4,754 7.5%
直 診 特 別 会 計 34,291 64,053 △	29,762 △	46.5%
簡 水 特 別 会 計 79,740 72,816 6,924 9.5%
下 水 特 別 会 計 48,169 67,704 △	19,535 △	28.9%
介護保険特別会計 112,344 109,948 2,396 2.2%
後期高齢者医療特別会計 8,985 8,931 54 0.6%
介護サービス特別会計 60,645 53,737 6,908 12.9%
小　　　　計 411,981 440,242 △	28,261	 △	6.4%
合　　　　計 1,605,171 1,519,417 85,754	 5.6%

●「売木村の将来展望」に基づく自立に向けた見直し(事業)
見直し区分 項　　　目 内　　　　　容

情 報 通 信 ケーブルテレビ CATV局運営、ケーブルインターネットによる増速化
〃 防災行政無線 固定系デジタル化対応完了、移動系スプリアス化、広域消防対応

教 育 ・ 産 業 学校給食 地産地消推進のため売木産米の確保、給食費保護者負担の無料化
在 宅 福 祉 介護サービスの充実 デイサービス、短期入所利用増に向けた体制整備
観 光 特産品、イベント、誘客 イベントによる誘客、農家民泊支援、メディアによるPR
公 共 交 通 路線バス運行 南部公共バス、村民バスの運行
生 活 安 全 街路灯新設更新 電灯のLED化による省エネ、維持費削減
産 業 振 興 起業、設備投資支援 産業振興資金支援、経営体育成支援、農地流動化促進事業
交 流 促 進 施 設 ふるさと館運営 道の駅として指定管理
公 民 館 活 動 文芸祭、冬季大学 活動推進
下 水 道 料 金 課金方法検討 従量制の検討、水道・下水道料金H31年度より改定
小 中 学 校 学校運営、山留事業 山村留学事業継続（村直営に変更）による教育の充実

●「売木村の将来展望」に基づく自立に向けた取り組み
見直し区分 項　　　目 実　施　内　容

執 行 体 制 人材育成 地域おこし協力隊員8名　集落支援員7名
学 校 運 営 学級編成 小中学校複式学級解消
観 光 施 設 管理運営 自然休養村センター・憩いの家
道 路 維 持 村道改良 住民による施工、過疎計画（R3～R7）
道 路 除 雪 私道等生活道 雪かきお助け隊の設置
農 林 業 有害鳥獣対策 住民による獣害防止柵管理
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　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感染の影響を受けている地域経済や住民生活を支援

し地方創生を図るため、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」が国から交付されました。

これまでに交付金を活用して実施した村の事業の一部を紹介します。

（地域経済の活性化・生活支援）

〇感染症対策支援商品券配布
　事業費　8,365千円　

　　住民一人あたり一万円分の商品券と住民一世帯あたり一万円分の商品券を配布しました。

〇地域応援クーポン発行事業
　事業費　7,170千円　

　　プレミアム商品券の販売と村内宿泊施設の利用者一人あたり千円分の商品券を配布しました。

（感染防止対策）

〇公共的空間安全・安心確保事業
　事業費　4,939千円　

公共施設の換気改修工事や網戸設置工事などを実施しました。その他、空気清浄機やAIサーモグラ

フィー、スリッパ滅菌機などを購入し、公共施設に設置しました。

〇新型コロナウイルス抗原簡易検査キット配布事業
　事業費　581千円　

　　住民を対象に抗原簡易検査キットを配布しました。

（事業者支援）

〇家賃減免支援事業
　事業費　1,107千円　

　　公共施設を利用して事業を行う事業者に対し、公共施設使用料の減免を実施しました。

（新しい生活様式への環境整備）

〇行政手続整備支援業務・書面規制、押印、対面規制の見直し支援業務
　事業費　3,190千円　

　　行政手続きのオンライン化や押印廃止など行政サービスの効率化に向けた調査を実施しました。

令和３年度　新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金の使いみち（事業費は4月8日時点）



各種支援制度のご案内
　売木村では、後継者の育成・定住促進のための支援制度を設けており、令和４年４月から内容を一部見直しま
した。いずれも期限を過ぎると申請できなくなりますので、対象となると思われる制度がありましたら、お早め
に売木村役場総務課へご相談ください。

※「定住」とは、永住又は５年以上にわたって村内に居住する意思を持って売木村の住民基本台帳に登録される
ことをいいます。

○いずれの支援制度もここに記載した以外に交付要件、必要書類、返還要件などの細かな取り決めがありますの
で、対象になると思われる方はお早めに役場総務課（TEL：28-2311）までご相談ください。

○本人または同居の親族に村税の滞納、公共料金等の未払いがある場合はいずれの支援制度も対象となりませ
ん。

○令和４年３月31日までに見直し前の要綱の交付要件、受給資格等を満たした方は役場総務課へお早めにご相談
ください。

助成金の種類 交付対象 交付金額 申請期限

Ｕ・Ｉターン
助成金

①令和４年４月１日以降に
40歳以下でＵ・Ｉターンし
定住する者
②令和４年４月１日以降に
15歳以下の子とともにＵ・
Ｉターンし定住する父母

夫婦　　　　　　　200,000円
単身・ひとり親　　100,000円
子供（１人当たり）
15歳以下の子　　　 50,000円
16歳以上18歳以下の子
　　　　　　　　　  15,000円
ただし、子に係る交付金額は夫
婦、単身・ひとり親の交付金額に
対する加算

転入から１年経過した
日から３か月以内

後継者助成金
父母等が定住している新規
学卒者で、卒業該当年度内
又は翌年度内に定住して就
業した者

100,000円
就業した日から１年経
過した日から３か月以
内

結婚祝金

村内に１年以上住所を有し
て居住し結婚した40歳以下
の夫婦
※夫婦のいずれかが該当す
れば対象

300,000円 婚姻届を提出した日か
ら３か月以内

出産祝金
村内に親子ともに住所を有
して同居し、子の養育及び
監護を主として行う父母

第１子　　　　　　　50,000円
第２子　　　　　　 100,000円
第３子以降　　　    200,000円

出生届を提出した日か
ら３か月以内

人材育成
事業補助金

村内の若者が参加又は実施
する研修等 お問い合わせください お問い合わせください

通勤助成金 村外の事業所に安定的に通
勤する60歳未満の方 3,000円／月 毎年５月末日
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参
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ま
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千
曲
市
出
身
で
す
。
情
報
政

策
や
広
報
な
ど
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
天
地

で
色
々
と
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
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ん
で
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た
い
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よ
ろ
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く
お
願
い
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市
　
川
　
太
　
郎

（
教
育
委
員
会
　
山
村
留
学
）

下
　
田
　
望
　
斗

（
売
木
村
保
育
所
）

宮
　
島
　
高
　
弘

（
総
務
課
）

新 職 員 紹 介　　4月１日付

学 校 の 先 生 の 紹 介 　4月１日付

人 

事 

異 

動

退
職　

3
月
31
日
付

　

鷲
野　

友
香
（
住
民
課
）

小林芳博先生 菅沼宣彦先生竹内希有先生 三井誠貴先生田畑孝宏先生清水士先生

春秋叙勲の候補者としてふさわしい方の一般推薦について
○春秋叙勲の候補者としてふさわしい方を推薦できます (一般推薦制度)

　推薦には以下のような一定の要件を満たす必要があります。主なものは以下のとおりです

が、詳しくは「叙勲 一般推薦」で検索し、内閣府のホームページでご確認ください。

　(1) 候補者の要件

　　・長年地域で幅広く公共のために活躍（概ね20年以上活動）した方で、70歳以上の方等

　(2) 推薦方法

　　・推薦者１名、賛同者２名が必要（共に20歳以上）

　　・自分自身や二親等内の親族関係にある方の推薦は不可

　　・指定の様式の推薦書を下記担当窓口まで郵送（常時受付中）

　(3) 照会・郵送先

　　・ホームページ（内閣府）： https://www8.cao.go.jp/shokun/ippansuisen.html

　　・担当窓口（内閣府賞勲局一般推薦担当）

〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1 TEL：03-3581-2868


